
□一

は
じ
め
に

大
学
の
活
動
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
に
と
も
な
い
、
教
員
と
職

員
の
役
割
分
担
、
連
携
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
大
学
教

育
は
基
本
的
に
共
同
的
な
営
み
で
あ
る
か
ら
、
組
織
的
に
そ
の
質
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
員
と
職
員
が
連
携
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、
教
職
員
の
連
携
が
う
ま
く
機
能
す
る
た
め
に
は
、

共
通
の
目
標
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
具
体
的
な
活
動
領
域
な
ど
を
明

確
に
し
、
相
互
が
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
扱
う
テ
ー
マ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
育
に
お
け
る
教
員

と
職
員
の
連
携
で
あ
る
。
日
本
に
先
行
し
て
高
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
段
階
を
迎
え
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
の
経

験
を
有
し
て
い
る
。
教
育
改
革
の
中
で
は
、
教
員
と
職
員
の
連
携
も

叫
ば
れ
て
お
り
、
実
際
に
正
課
の
教
育
と
正
課
外
の
体
験
を
統
合
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
教
員
と
学
生
担
当
職
員
の
連
携
が
成
功

し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
優
れ
た
教
育
実
践
の
特
徴

と
、
そ
こ
に
お
け
る
教
員
・
職
員
の
役
割
と
相
互
の
連
携
の
あ
り
方

を
明
ら
か
に
し
、
日
本
の
大
学
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
分

析
の
対
象
は
、
高
等
教
育
関
係
の
三
つ
の
専
門
職
団
体
の
共
同
報
告

投稿

教
育
実
践
に
お
け
る
教
員
と
職
員
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

米
国
の『
強
力
な
連
携
―
学
習
に
対
す
る
共
有
さ
れ
た
責
任
』を
事
例
と
し
て

出
口
博
也
／
中
井
俊
樹

名
古
屋
学
院
大
学

名
古
屋
大
学
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書
で
あ
る『
強
力
な
連
携
―
学
習
に
対
す
る
共
有
さ
れ
た
責
任
』（
以

下
、
『
強
力
な
連
携
』）で
あ
る
。
『
強
力
な
連
携
』
は
、
大
学
教
育

の
改
善
に
向
け
て
教
員
と
職
員
が
連
携
す
る
た
め
の
方
針
と
事
例
が

示
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
教
員
と
職
員
の
連
携
を
考
え
る
上
で

重
要
な
報
告
書
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
強
力
な
連
携
』
の
概
要
と

そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
優
れ
た
実
践
と
し
て
選
ば
れ
た

教
育
実
践
事
例
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
の
事
例

か
ら
得
ら
れ
る
日
本
の
大
学
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

□二

『
強
力
な
連
携
』
の
概
要

『
強
力
な
連
携
』
が

作
成
さ
れ
る
背
景

草
創
期
の
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
は
全

寮
制
が
と
ら
れ
、
教
員
は
学
生
の
知
的
・

社
会
的
・
心
理
的
発
達
に
関
す
る
す
べ
て

の
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
量
的
規
模
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
教
員
は

学
生
の
知
的
発
達
に
力
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
学

生
担
当
職
が
学
生
の
社
会
的
・
心
理
的
発
達
を
担
う
よ
う
に
な
っ

た
。一

九
二
〇
年
代
以
降
、
学
生
担
当
職
の
専
門
職
団
体
が
組
織
さ
れ

て
き
た
。
中
で
も
長
い
歴
史
と
大
規
模
な
会
員
数
を
も
つ
団
体
は
、

A
m
erican

C
ollege

Personnel
A
ssociation

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
と

N
ational

A
ssociation

of
Student

Personnel
A
dm
inistrators

（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
）
で
あ
る
。
両
団
体
は
、
年
次
大
会
の
開
催
、
専
門
誌
の

で
ぐ
ち
・
ひ
ろ
や
�
一
九
七
〇
年
、
三
重
県

生
ま
れ
�
名
古
屋
大
学
教
育
発
達
科
学
研
究

科
博
士
課
程
（
前
期
）
教
育
科
学
専
攻

生

涯
学
習
研
究
コ
ー
ス
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
分
野
在
籍
中
�
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部

電
気
工
学
科
卒
業
。
民
間
企
業
勤
務
を
経
て

名
古
屋
学
院
大
学
入
職
。
入
試
広
報
、
企
画
部
門
を
経
て
、
現
在
総
合
政
策

部
課
長
補
佐
�
大
学
教
育
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
大
学
職
員
が
も
っ
と

関
与
で
き
る
領
域
が
あ
る
と
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
米
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、本
稿
で
扱
っ
た
事
例
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

な
か
い
・
と
し
き
�
一
九
七
〇
年
、
三
重
県

生
ま
れ
�
主
な
論
文
・
著
書
に
、
中
井
俊
樹

「
学
び
を
支
え
る
教
務
学
生
担
当
職
―
『
テ

ィ
ッ
プ
ス
先
生
か
ら
の
７
つ
の
提
案
』
に
よ

る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
」
『
大
学
と
学
生
』
第

四
十
三
号
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三
頁
―
二
九

頁
。
中
井
俊
樹「
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
学
生
は
よ
り
学
ぶ
の
か
」『
大

学
と
教
育
』
第
四
十
号
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
�
三
七
頁
。
池
田
輝
政
・
戸

田
山
和
久
・
近
田
政
博
・
中
井
俊
樹
『
成
長
す
る
テ
ィ
ッ
プ
ス
先
生
―
授
業

デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
秘
訣
集
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
。
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発
行
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
個
々
の
学
生
担
当
職
員
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
同
時
に
学

生
担
当
職
の
地
位
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
学
生
数
の
急
増
期
を

迎
え
た
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
専

門
職
団
体
は
協
力
し
て
、
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
養
成
教
育
課
程
の
標

準
化
に
取
り
組
ん
だ
。
当
初
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
基
盤
と
し
た
課

程
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
広
く
学
生
の
発
達
に

関
わ
る
専
門
家
を
養
成
す
る
課
程
が
増
加
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
学
生
担
当
職
員
は
専
門
職
団
体
の
組
織
化
、
大
学
院

で
の
養
成
教
育
な
ど
を
通
じ
て
、自
ら
の
専
門
職
化
を
進
め
て
き
た
。

反
面
、
そ
の
専
門
職
化
は
教
員
集
団
と
学
生
担
当
職
員
の
間
で
、
双

方
の
職
務
へ
の
誤
解
や
反
発
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
研
究
者
は
、

教
室
内
外
に
お
け
る
学
生
の
経
験
を
統
合
し
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
習

環
境
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
、
教
員
集
団
と
学
生
担
当
職
員
の
連
携

の
重
要
性
を
説
き
始
め
た
。
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
習
環
境
と
は
、
ア
メ

リ
カ
の
高
等
教
育
関
係
者
が
重
要
視
し
て
い
る
概
念
で
あ
り
、
学
生

の
発
達
を
広
く
と
ら
え
知
的
発
達
と
そ
れ
以
外
の
広
い
側
面
の
発
達

の
統
合
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
全
人
教
育
的
な
発
達
を

重
視
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

教
員
と
職
員
の
連
携
の
必
要
性
は
、
専
門
職
団
体
の
報
告
書
に
も

見
て
取
れ
る
。
一
九
九
四
年
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
報
告
書
は
、
ア
メ

リ
カ
の
高
等
教
育
が
経
済
面
の
制
約
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
要

求
、
学
生
層
の
変
化
な
ど
に
直
面
し
、
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い

る
と
い
う
認
識
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（A

C
PA
1994

）。報
告

書
の
中
で
は
、
学
生
の
学
習
と
発
達
が
学
士
課
程
教
育
の
最
も
重
要

な
目
標
と
さ
れ
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
自
ら

の
職
務
を
改
善
す
る
た
め
の
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

シ
ー
ム
レ
ス
な
学
習
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
学
生
担
当
職
員
と
教

員
集
団
お
よ
び
他
部
署
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
教
育
実
践
の
場
面
に
お
い
て
、
教
室
内
の
授
業

を
担
当
す
る
教
員
と
教
室
外
の
活
動
を
支
援
す
る
学
生
担
当
職
員
の

連
携
を
い
か
に
し
て
進
め
る
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
に
は
、Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
の
共
同
に
よ
る『
学

生
担
当
職
の
た
め
の
優
れ
た
実
践
の
原
則
』
（A

C
PA
and
N
A
SPA

1997

）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
の
報
告
書
の
提
言
内
容

を
さ
ら
に
具
体
化
し
、
学
生
の
学
習
や
発
達
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

七
つ
の
原
則
と
具
体
的
な
実
践
手
法
を
ま
と
め
た
冊
子
で
あ
る
（
中

井
・
齋
藤
、
二
〇
〇
七
）。七
つ
の
原
則
の
中
の
六
番
目
の
原
則
で
あ

る
「
学
生
の
よ
り
よ
い
学
習
の
た
め
に
連
携
す
る
」
で
は
、
「
教
育

上
の
連
携
の
対
象
に
は
、
学
生
、
教
員
、
大
学
執
行
部
、
職
員
、
お

よ
び
内
外
の
関
係
者
が
含
ま
れ
る
」
と
記
載
さ
れ
、
学
生
の
学
習
と
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い
う
目
標
に
対
し
て
、
学
生
担
当
職
員
以
外
の
構
成
員
と
の
連
携
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
と
高
等
教

育
研
究
者
の
専
門
職
団
体
で
あ
るA

m
erican

A
ssociation

for

H
igher

Education
（
以
下
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
）
は
、
学
生
の
学
習
の
質
向

上
に
関
す
る
原
則
と
、
教
員
・
学
生
担
当
職
員
の
連
携
に
よ
る
優
れ

た
実
践
例
を
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
た
。
三
団
体
の
共
同
報
告
書
と

し
て
発
行
さ
れ
た
の
が
、
『
強
力
な
連
携
』
で
あ
る
。

『
強
力
な
連
携
』
の

目
的
と
内
容

『
強
力
な
連
携
』
の
前
文
に
お
い
て
は
、

量
的
側
面
で
飛
躍
的
拡
大
を
遂
げ
た
ア
メ

リ
カ
の
高
等
教
育
が
新
し
い
知
識
社
会
に

対
応
す
る
た
め
に
学
生
の
学
習
の
質
向
上
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

の
問
題
意
識
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
学
齢
人
口
が
減
少
期
に
入
っ
た

一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
各
大
学
で
は
、
授
業
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
評
価
、
学
習
環
境
の
質
向
上
を
目
指
し
た
実
践
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
知
見
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
各
大
学
で
十

分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
教
員
と
職
員
の
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
越
え
た
行
動
や
支
援
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。『

強
力
な
連
携
』
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
学
習
の
知
見

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
教
職
員
と
り
わ
け
教
員
と
学
生
担
当

職
員
の
連
携
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
大
学
の
構
成

員
す
べ
て
が
学
習
に
対
す
る
責
任
を
共
有
し
て
お
り
、
特
に
教
員
と

学
生
担
当
職
員
の
協
力
が
学
生
の
学
習
の
質
向
上
に
効
果
的
で
あ
る

こ
と
が
、
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
教
職
員
が
連
携
す
る
こ
と
の
意
義
は
別
の
観
点
か
ら
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
共
通
の
目
標
の
た
め
に
教
職
員
が
協
働
し
、
相
互

に
学
ぶ
姿
は
学
生
に
と
っ
て
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
教
室
で
の
授
業
と
教
室
外
の
体
験
を
統
合
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
、
学
生
と
教
職
員
は
共
に
行
動
し
、
お
互
い
の
存
在
を
確
か

め
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
体
験
が
、
学
生
の
知
的
発
達
の
み
な
ら
ず
、

社
会
的
・
心
理
的
発
達
を
も
促
す
の
で
あ
る
。

『
強
力
な
連
携
』
の
本
文
は
、
学
習
の
質
向
上
に
関
す
る
十
の
原

則
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
則
の
概
略
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
原
則
に
関
し
て
説
明
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
教

員
と
学
生
担
当
職
員
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
連
携
す
れ
ば
よ
い
か
に

つ
い
て
行
動
の
指
針
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
原
則
１
で

あ
る
「
学
習
は
本
質
的
に
関
係
の
構
築
と
維
持
で
あ
る
」
に
関
し
て

は
、
「
自
分
自
身
の
経
験
や
知
識
を
学
習
内
容
に
関
連
づ
け
る
機
会

を
与
え
る
」、「
意
見
対
立
を
批
判
的
に
分
析
し
、
学
生
に
判
断
を
求

め
、
知
識
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
よ
う
な
教
授
法
を
利
用
す

る
」、「
教
室
外
の
活
動
と
関
連
さ
せ
た
経
験
を
教
室
内
で
与
え
る
」

－５２－



な
ど
の
方
法
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
役
割
と
し

て
、
「
異
な
る
世
界
観
や
文
化
的
に
多
様
な
視
点
を
学
生
に
触
れ
さ

せ
る
」、「
問
題
解
決
を
さ
せ
る
機
会
を
学
生
に
与
え
る
」、「
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
科
目
間
の
関
係
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の

経
験
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
強
力
な
連
携
』
で
は
、
原
則
と
行
動
の
指
針
を
ま
と
め
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
原
則
や
行
動
指
針
に
基
づ
い
て
実
践
さ
れ
て

い
る
個
別
大
学
の
優
れ
た
事
例
が
、
合
計
二
十
一
事
例
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
例
に
関
し
て
は
次
節
に
お
い
て
扱
う
。

『
強
力
な
連
携
』
の

特
徴

『
強
力
な
連
携
』
の
主
な
特
徴
は
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
主
要
な
学
生
担
当
専
門
職
の
団

体
と
高
等
教
育
研
究
者
の
団
体
が
共
同
報
告
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
教
育
の
質
向
上
の
た
め
に
は
単
独
の
個
人
や
団
体
を
越
え
た
協

力
が
必
要
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
が
、
報
告
書
作
成
に
お
い
て
も
実

践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
強
力
な
連
携
』
の
作
成
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
大
学
に
お
け
る
学
生
担
当
副
学
長
、
教
授
職
、
高
等
教

育
研
究
者
、
教
育
学
研
究
者
、
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ

Ａ
の
関
係
者
な
ど
、
合
計
二
十
一
名
が
報
告
書
作
成
に
関
与
し
て
い

る
。
教
員
と
学
生
担
当
職
員
の
連
携
が
学
習
の
質
向
上
に
効
果
的
で

あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
広
範
な
高
等
教
育
関
係
者
に
対
し
て
普
及
を

表１ 『強力な連携』における学習における１０の原則

原則１ 学習は本質的に関係の構築と維持である

原則２ 学習は迫られた状況においてその質が向上する

原則３ 学習は学習者の積極的な行為である

原則４ 学習は学習者の広い側面の発達段階と関わるものである

原則５ 学習は他者との協力と共有を通じて促進される

原則６ 学習は教育的環境に強く影響される

原則７ 学習は頻繁に振り返ることを必要としている

原則８ 学習は意図しない場所でも偶発的に起こりうる

原則９ 学習は個々の文脈や経験に基づくものである

原則１０ 学習は自らの学習についての観察が必要である

－５３－



プログラムの特徴

講義と正課外プログラムにより、学生は直に自然環境に触れ、環境を形成
する人と文化の生態について学ぶ。学生は他に、スキル習得をめざした短期
コース、教室の学習を体験と結びつける学習コミュニティに参加する。学生
は、ポートフォリオを作成し、学習経験の向上に関する自己点検を行う。参
加学生は不参加学生に比べてリテンション率・学業成績が良く、大学生活に
満足している。

２４時間利用可能なデザインスタジオとコンピュータ実習室を備えた学習コ
ミュニティで、学生は共同生活する。学生担当職員が教員・学生寮職員と共
同して、隔週のセッションで学習スキルやポートフォリオ開発を教える。プ
ログラム参加学生はＧＰＡが高く、大学に対する満足度、コミュニティ意識
が高い。

教職員の協力により、教室内外でリーダーシップを育成する地域貢献プロ
ジェクトを行う。リーダーシップ研修、メンタリングプログラム、スキル習
得ワークショップ、リーダーシップ講義、４０にわたる学生団体の運営、学生
運営会議がある。共同的活動は、競争的なビジネススクールの文化をやわら
げ、協力的なコミュニティとリーダー育成に貢献している。

１年生の４分の１を対象に、テーマに基づく学習経験を提供する。読書プ
ログラム、教員と学生共同による各種の正課外活動、共同寮の経験が含まれ
る。初年次のあらゆる経験を共有させ、インフォーマルな学習を促進させる。
プログラム参加者はアルコール関連の事故が少なく、成績が良い。キャンパ
ス内のリーダー的役割を担い、海外留学プログラム参加、コミュニティプロ
グラムに積極的である。

初年次ゼミで興味関心別のグループを設定する。学生は一般教育の同一科
目（３コース）を履修し、学生寮で生活する。教職員が共同してプログラム
を計画し、教室内外の活動を調整し、学習成果と評価計画を定めて学習経験
の効果を測定する。参加学生は１・２年次における交流が活発で、知的話題
が豊富。一般教育コースの成績やＧＰＡが良好でリテンション率も高い。

カリキュラムと大学コミュニティを通じて、多文化間のものの見方・影響
・考えを統合する学習環境を整備している。初年次プログラムで学生は大学
寮で共同生活し、１年間集中による学際的なコミュニケーションのコースを
受講する。学生担当職員と教員の共同により、学生に対して、コーステーマ、
学生寮での対立、テーマと大学生活の関係を熟考させる。学生は、学習経験
や個人的経験を他者と共有することに肯定的であり、寮生活に関わった教員
に感謝をしている。

障害学生を対象とした、学習支援、フィールドワーク、インターンシップ、
職場体験等プログラムである。教員と職員が共同して障害者対象のプログラ
ムを計画・運営している。障害学生のリテンション率・就職率が全学生平均
よりも優れている。全米の障害学生のリテンション率・就職率と比べて驚く
ほど良好である。

学習センター、寮職員、教員、チューターが連携してプログラムを運営し
ている。初年次の学生寮プログラムにおいて、クラスのテーマとコミュニテ
ィの行事が直結するよう計画される。双方向的・体験的行事、教室外の学習
経験、難しい問題に関する批判的思考、寮職員の学習支援が重要視される。
参加学生は大学への満足度や順応度が高い。孤独感が少なく、クラスに積極
的に関与し、教員の賛同を経験し、自発的に教員と接触している。

入学後２年間のリベラルアーツにおけるコアカリキュラムを特色とした、
学際的な、寮設備によるプログラムである。プログラムのリーダーシップに
関する価値基準は、大学の「自由な学習の原則」と対応し、自由な教育を積
極的に正課外の経験につないでいる。全米標準の結果測定ツールによる定量
的評価のほか、学生調査、フォーカスグループ、学生の成果ポートフォリオ
などによる定性的評価を行う。

教員と職員が共同して、学生の自己発達に関する情報を与え、個々に応じ
た学習計画書の作成を支援する。学生個人の計画・成績は、コンピュータを
通じて記録・追跡され、状況に応じて大学からフィードバックを受ける。学
生は、学業に明確な理解を示し、成績評価の要素を把握し、成績向上の合理
的な計画を持ち、プログラムが学業の成功に寄与することを信じている。

大学名

George Mason
University

Iowa State
University

University of
Pennsylvania

College of the
Holy Cross

University of
Missouri

St. Lawrence
University

University of
Wisconsin

Bowling Green
State University

Miami University

William Rainey
Harper College
（現 Harper
College）

原則

６

７

８

９

１０

－５４－



表２．『強力な連携』における優れた実践例

プログラムの特徴

寮内で１・２年生が教育テーマと対応する階に居住し、授業の大部分を寮
で受講する。職員、教員も寮で生活する。学生募集および優秀な学生のリテ
ンション率が改善している。

「補習教育」では、ピアサポーターの支援により、学習内容をまとめ、理
論と学習計画を学ぶ。「ビデオに基づくプログラム」では、教員はビデオで
コースを提供し、ファシリテーターがクラスを運営する。難易度の高い学習
コースの学習効果、リテンション率が向上し、特に学習準備が不足した学生
に対する高い効果が見られる。

初年次教育で一般教育と学生生活を連携した取組。学生、教員、学生担当
職員が共同して寮の活動を計画する。サービスラーニングを含んだ学際的な
コア科目を、専任教員と学生生活担当職員が担当する。学生は、学生寮・授
業・ワークショップ・フィールド学習等に高い満足度を示している。

学生担当職員と教員が連携して、コミュニティカレッジと４年制大学をつ
なぐサービスラーニングを運営する。学生は困難な状況で働き、議論し、コ
ースの学習および社会問題とコミュニティでの活動を関連づける体験を日誌
に記入する。教員の参加者数が当初の５名から約５０名に増加している。

学生生活事務局と教員がコンピテンシーを定義し、一般教育と関連づけて
いる。教員は学生担当職員の専門知識を活用して課題を設計する。コンピュ
ータを活用して学生による自己評価、発達の記録を行う。ポートフォリオと
評価情報により、学生は自己評価を行い、カリキュラムと発達上の活動によ
り得られた理論的知識と実践的知識を統合する。

新入生全員を対象にライティングに関する学際的・体験的プログラムを実
施する。地域の重要なイベントや人物、街を題材とする。学生担当専門職員
が教員とともにコース運営に参加している。リテンション率を予測するため、
標準テスト、シラバスの評価、フォーカスグループ調査を行っている。

学生は寮で質素な生活を送る。教員と学生担当職員は共同して寮内の授業
を担当し、モノの乱用と福祉問題に関する個人的経験をクラスの議論に関連
づける。開始後２年で参加者が激増し、ＧＰＡが向上している。

女子寮で４年間生活し、学際的な女性学を副専攻に登録しジェンダー関連
教育プログラムを履修する。プログラムコーディネータは教員と協力し、コ
ース内容を計画し、顧問委員会の委員となり、コースを教えている。参加者
に対する累積的な発達上の効果が見られ、４年間のプログラムすべてを終了
した者に最も大きな効果がある。

学生担当職員と教員が共同し、学生の学習とリテンション率に関する調査
を活用した一般教養プログラムを開発した。学習に関する情意領域と認知領
域のモデルをまとめて、クラスのさまざまな側面に反映させている。都市型
キャンパスで限定されがちな、インフォーマルな学習の機会を克服している。
１年次から２年次へのリテンション率が向上し、学生の学習経験に関して効
果的な要素が把握された。

初年次ゼミを含む授業と正課外プログラムが提供され、グループ間の関係
を強調するさまざまな教授法が使用される。初年次ゼミは学部ゼミと関連し、
教員と学生担当職員が授業を担当する。人種間や民族間の不平等に関する学
生の構造的な思考を促進する。

学習準備が不十分なマイノリティ学生に対し、学生寮で４年間継続して学
習支援を行う。学生担当職員が教員と共同して教育を行う。教員は数学基礎
と文章作成スキルを、職員は学習スキルとタイムマネジメントを担当し、自
立と自信を養う。成績のよいマイノリティ学生の比率が増加し、休学者数が
減少した。休学した学生がその後順調に復学できる割合が顕著である。

大学名

University of
Maryland

University of
Missouri

College of New
Jersey

Community
College of Rhode
Island's

Bloomfield
College

DePaul
University

Virginia Poly-
technic Institute
andStateUniversity

University of
Richmond

Portland State
University

University of
Michigan

James Madison
University

原則

１

２

３

４

５

６

－５５－



図
る
と
い
う
姿
勢
が
、
共
同
報
告
書
と
い
う
形
に
表
れ
て
い
る
。

次
に
、
優
れ
た
学
習
が
生
じ
る
た
め
の
条
件
が
「
原
則
」
と
し
て

一
般
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
原
則
に
対
応
し
た
方
法
、
実
践
例
を
交

え
て
体
系
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
学
習
に
関
す
る
十
の
原
則

は
、教
育
学
の
理
論
と
実
践
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
般
化
さ
れ
て
い
る
半
面
、
原
則
の
み
を
取
り
出
す
と
抽
象
的
な
内

容
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
原
則
の
内
容
を
補
足

す
る
形
で
、
教
員
・
職
員
が
ど
の
よ
う
に
連
携
す
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
方
法
と
、
具
体
的
な
実
践
例
が
同
時
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
『
強
力
な
連
携
』
の
構
成
は
、
多
様
な
高
等
教
育
関
係
者
に

理
解
を
得
る
た
め
に
は
効
果
的
な
形
式
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
優
れ

た
学
習
の
原
則
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
員
と
職
員
が
具
体

的
な
目
標
を
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
通
じ
て
相
互
の
役
割
が

理
解
で
き
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
報
告
書
の
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
学
生
の
学
習
に
関
す

る
責
任
を
広
く
共
有
す
る
と
い
う
概
念
を
重
視
し
て
い
る
。
学
生
の

学
習
に
関
す
る
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
す
べ
て
に
期
待
を
述
べ
て
い

る
。
『
強
力
な
連
携
』
の
結
び
は
、
教
員
と
職
員
の
連
携
に
と
ど
ま

ら
ず
、
よ
り
広
範
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
連
携
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
具
体
的
な
連
携
の
対
象
と
し
て
、
学
生
、
教
員
、
教
育
研
究
者
、

大
学
執
行
部
、
学
生
担
当
職
員
、
卒
業
生
、
理
事
会
、
地
域
の
支
援

者
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
、
学
会
・
専
門
職
団
体
、
学
生

の
保
護
者
、
政
府
機
関
ま
で
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

□三

『
強
力
な
連
携
』
に
お
け
る
優
れ
た
実
践

『
強
力
な
連
携
』に
お
い
て
優
れ
た
実
践
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、

二
十
一
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
州
立
大
学
や
私
立
大
学
、
大

規
模
大
学
や
小
規
模
大
学
な
ど
多
様
な
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
選
ば

れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
も
、
初
年
次
学
生
、
女
子
学
生
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
学
生
、
障
害
を
も
っ
た
学
生
な
ど
多
様
で
あ
る
。
二

十
一
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
、
表
２
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
特
徴
は
次
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
選
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
教
室
内

の
授
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
室
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
組
み
込
ん

だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学
生
宿
舎
に
お
け
る
共
同

生
活
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
体
験
学
習
、
地
域
で
の
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
教
室
外
の
体
験
と
、
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
や
一

般
教
育
な
ど
正
規
授
業
を
統
合
さ
せ
る
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
教
員
、
職
員
、
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
特
に
、
学
生
宿
舎
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
約
半
数
の
十
一

大
学
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
で
き
よ
う
。
ま
た
、
教
室

内
外
に
お
け
る
学
習
を
初
年
次
教
育
と
結
合
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
特
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徴
で
あ
り
、
実
践
例
が
十
大
学
で
確
認
で
き
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
活
用
し
た
学
習
支
援
、
各
種
セ
ン
タ
ー
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
学
習
支
援
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
散
見
さ
れ
る
。

次
に
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
学

生
の
学
習
に
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う
、
評
価
の

視
点
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
選
定
さ
れ
た
二
十
一
大
学
の
う
ち
、

十
四
大
学
で
定
量
的
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

具
体
的
指
標
と
し
て
、
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
を
採
用
す
る
も
の
が
七
大

学
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
や
成
績
評
価
に
よ
る
も
の
が
十
大
学
で
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
特
に
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
と
見
ら
れ
る
定
性
的
評
価
が
九
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
優
れ
た
実
践
例
の
選
考
に
至
る
ま
で
の
審
査
基
準
や

方
法
等
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
が
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

ま
た
、
選
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
性
が
高
い
こ
と
も
特
徴

で
あ
る
。
各
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
も
と
に
情
報
収
集
を
行
っ
た

結
果
、
九
年
が
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、
十
九
大
学
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
『
強
力
な
連
携
』

が
発
行
さ
れ
た
時
点
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
た
と
は
い
え
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
決
し
て
一
過
性
の
も
の
で
な
く
、
各
大
学
の
教
育
現
場

に
し
っ
か
り
と
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
学
生
担
当
職
員
が
学
生
に
対
し
て
実
際
に
教
師
と
し
て

も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。優
れ
た
事
例
の
詳
細
を
見
る
と
、

学
生
担
当
職
員
が
教
員
と
協
力
し
て
コ
ー
ス
を
設
計
し
、
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
を
担
当
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
ま
で
を
行

う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
授
業
担
当
と
い
う
側
面
で
も
学
生
担
当
職

員
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

□四

ま
と
め

本
稿
で
は
、『
強
力
な
連
携
―
学
習
に
対
す
る
共
有
さ
れ
た
責
任
』

の
内
容
を
分
析
し
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
優
れ
た
教
育
実
践

の
特
徴
、
そ
こ
で
の
教
員
と
職
員
の
役
割
と
相
互
の
連
携
の
あ
り
方

を
見
て
き
た
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
知
見
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
『
強
力
な
連
携
』
に
お
い
て
記
述
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
教

員
と
学
生
担
当
職
員
の
連
携
は
、
教
室
で
の
授
業
と
教
室
外
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
統
合
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て

い
る
。
そ
の
背
景
を
な
す
の
は
、
学
士
課
程
に
お
け
る
教
育
目
標

と
し
て
、
学
生
の
知
的
側
面
だ
け
で
な
い
社
会
的
・
心
理
的
側
面

を
ふ
く
め
た
全
人
的
な
発
達
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
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・
『
強
力
な
連
携
』
は
、
大
学
関
係
者
が
主
体
的
に
教
育
の
質
向
上

に
関
す
る
知
見
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
複
数
の
専
門
職
団
体
の

共
同
報
告
書
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
広
範
な
大
学
関
係
者
を

対
象
に
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
個
別
大
学
に
お
け
る
優
れ
た

教
職
員
の
連
携
を
学
習
の
原
則
と
い
う
枠
組
み
に
沿
っ
て
再
編
成

し
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

・
学
生
担
当
職
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
、
授
業
の
担
当
、

評
価
段
階
に
至
る
ま
で
、
主
体
的
に
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
姿
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
従
来
の
教
室
内
の
授
業
に
加
え
て
学
生
担
当

職
員
が
関
与
す
る
こ
と
で
、
正
課
外
の
体
験
も
交
え
た
新
た
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
み
出
さ
れ
、
学
生
と
教
員
・
職
員
が
共
に
行

動
し
学
ぶ
環
境
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ア
メ
リ
カ
の
事
例
で
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
日
本
の

大
学
に
お
け
る
教
員
・
職
員
の
連
携
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
第
一

に
、
学
生
の
学
習
を
高
め
る
た
め
に
教
職
員
が
責
任
を
共
有
し
、
教

室
内
外
の
経
験
を
つ
な
い
だ
学
習
環
境
を
提
供
す
る
と
い
う
考
え
方

は
、
日
本
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
教
室
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
く
の
日

本
の
大
学
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
強
力
な
連
携
』
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
実
践
過
程
に
お
い
て
学
生
が
教
員
・
職
員
と

体
験
を
共
有
す
る
と
い
う
事
例
は
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。
現
在
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
問
題

解
決
力
な
ど
幅
広
い
側
面
の
能
力
を
備
え
た
卒
業
者
像
を
明
確
に
設

定
し
て
い
る
大
学
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
幅
広
い
能
力
を

大
学
が
保
証
す
る
た
め
に
は
、
課
外
の
活
動
が
正
課
の
学
習
活
動
を

ど
の
よ
う
に
補
完
す
る
の
か
、
ま
た
大
学
職
員
が
教
員
の
活
動
を
ど

の
よ
う
に
補
完
す
る
の
か
が
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
現
在
活
発
に
議
論
さ
れ
実
践
さ
れ
つ
つ
あ
る
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）
と
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト（
Ｓ
Ｄ
）を
統
合
す
る
際
に
視
点
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

教
室
内
外
の
経
験
を
い
か
に
し
て
つ
な
い
で
学
生
を
発
達
さ
せ
る
か

と
い
う
点
は
、
教
員
と
職
員
に
共
通
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
だ

ろ
う
。
特
に
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
の
統
合
は
、
日
本
の
大
学
で
も
少
な
い
が

進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
愛
媛
大
学
の
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
／
Ｔ
Ａ
Ｄ
三
位
一
体
型
能
力
開
発
」
は
教
員

と
職
員
が
、
大
学
の
理
念
と
目
標
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
た
能
力

開
発
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
名
古
屋
大
学
に
よ
る
『
テ
ィ

ッ
プ
ス
先
生
か
ら
の
７
つ
の
提
案
』
も
、
大
学
教
育
の
ス
テ
イ
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
る
学
生
、
教
員
、
大
学
組
織
、
教
務
学
生
担
当
職
員
が

い
か
に
し
て
協
力
し
て
学
生
の
学
習
を
促
進
で
き
る
の
か
を
ま
と
め

た
冊
子
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
の
統
合
を
発
展
さ
せ
る
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た
め
に
も
、
『
強
力
な
連
携
』
に
見
ら
れ
る
知
見
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
優
れ
た
連
携
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、
お
互
い
が
対
等

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
性
を
失
わ
な
い
形
で
進
め
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
学
生
担
当
職
員
に
は
大
学
院
レ
ベ
ル
の
養

成
課
程
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
学
生
発
達
理
論
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

理
論
の
習
得
の
ほ
か
学
生
担
当
部
門
で
の
実
習
を
含
ん
だ
教
育
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
採
用
後
も
専
門
職
団
体
に
お
け
る
継
続
的
な

能
力
開
発
の
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
学
生
担
当
職

員
の
能
力
向
上
が
進
み
、
教
員
か
ら
専
門
職
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
教
員
と
職
員
の
充
実
し
た
連
携
を
実
現
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
も
、
日
本
に
お
け
る
大
学
職
員
の
専
門
性
を
考
え
る

際
の
議
論
の
き
っ
か
け
と
な
ろ
う
。
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